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i.アノマー位 に C-C-P結合を有する cMp-シアル酸アナログの α体

は cMp-シアル酸輸送 タンパ クを阻害 し､β体はシアル酸転移酵素
を cMP と同程度阻害す る')｡演者 は cMp-KDN 輸送 タンパ クや
KDN転移酵素 も同様な基質認識を示すかすかに興

本研究で
興味 を持ち､cMp-KDN

アナログ(I,2)を合成する事 とした は特に同一中間体か

ら β体(1)､α体(2)を効率 よく作 り分ける手法の開発 を呂指 し検討
を行った｡

X=O CMp-KDN
X=CLIz Planal｡gue(1) q-malope(2)

2,3.アノマー位の立体の異なる 1,2を効率的に
立体選択的に C-グリコシル化するのが近道 と考

上ヨ⊂つ
え
成するためには､
検討 した結果､

p-選択的な C-シアノグr)コシル化反応 を兄い出 したO この p-C-グ
リコシ ド4のシアノ基をホル ミル基へ と変換 し 5を得､ホスホ ン

酸エステル､シチジンを導入して目的 とする β体 1を合成す るこ
とがで きた｡また､4のエステルを還元 して ヒ ドロキシメチル体
6とし､シアノ基をカルボキシル基へ変換することで 13を得た｡
さらにホスホン酸エステル､シチジンの導入を行い､ 目的 とす る
α体 2を合成することができた｡
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